
自
治
体
の
先
進
事
例
・
大
学
の
研
究
室
か
ら
　
　
　
　
　

「
環
境
力
」
を
高
め
経
済
・
社
会
と
調
和

区民に環境に関わる情報を発信する（板橋区立エコポリスセンター）

　
首
都
大
学
東
京
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
の
武
藤
信
義
教
授
は
、
電
気
自

動
車

Ｅ
Ｖ

や
太
陽
光
発
電
、
固
体
高
分
子
型
燃
料
電
池

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
て
い
る
。
武
藤
教
授
は
Ｅ
Ｖ
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と

緊
急
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
組
み
合
わ
せ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
提
唱

す
る
。
自
治
体
な
ど
が
Ｅ
Ｖ
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
運
用
し
、
自
然
災
害
や
発
電
量

低
下
な
ど
の
緊
急
時
に
は
Ｅ
Ｖ
を
被
災
地
に
集
め
て
、
Ｅ
Ｖ
の
電
池
か
ら
交
通
標
識
や

学
校
な
ど
の
公
共
設
備
に
電
気
を
供
給
し
よ
う
と
い
う
構
想
だ
。
発
電
や
送
電
が
止
ま

っ
て
も
Ｅ
Ｖ
で
電
気
も
人
も
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

住
民
と
連
携
緑
を
地
図
に

首
都
大
学
東
京
大
学
院
教
授
武
藤
　
信
義
氏

ＥＶを緊急時の電源に

二
つ
の
モ
ー
タ
ー
を
独
立
し
て
制
御
す
る
前
後
輪

駆
動
型
Ｅ
Ｖ
の
開
発
を
進
め
て
い
る

「緑のカーテン」は板橋区から全国に広がった

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
テ
キ
ス
ト
作
成

　
東
京
都
板
橋
区
は
以
前
か
ら
環
境
問
題

に
関
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
１
９
９
５
年
に
開
設
し
た
「
板
橋

区
立
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
通
じ
て

区
民
に
環
境
教
育
や
環
境
に
関
わ
る
情
報

発
信
を
行
う
ほ
か
、
区
施
設
の
省
エ
ネ
支

援
サ
ー
ビ
ス

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
や
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の
相
殺

を
手

が
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

自
治
体
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
「
日
本
の
環
境
首
都
コ
ン
テ
ン
ス

ト
」
で
上
位
に
入
る
な
ど
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
板
橋
区
は
こ
れ
か
ら
も
環
境
に

対
す
る
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
く
。

環
境
教
育
を
支
援

東京都板橋区

被
災
地
へ
集
め
エ
ネ
供
給

高
速
道
路
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

走
る
・
曲
が
る
止
ま
る
進
化

運
転
シ
ス
テ
ム
研
究

普及に向け走り追求

実情に合わせ方策提示企業に省エネコンサル派遣

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
Ｅ
Ｖ
を
た
だ
保
有
す
る
だ

け
で
な
く
、
平
時
か
ら
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
配
車
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
や
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
お
け
ば
、

緊
急
時
も
簡
単
に
指
令
が
出

せ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
や
充
電
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
自
立
分
散
型
の
発
電

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

な
る
。

　
武
藤
教
授
は
「
例
え
ば
、

高
速
道
路
に
ド
ー
ム
型
の
屋

根
を
設
け
て
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
だ
け
で
メ
ガ
ワ

ッ
ト
級
の
発
電
所
が
い
く
つ

も
で
き
あ
が
る
」
と
み
て
い

る
。
発
電
し
た
電
力
を
Ｅ
Ｖ

用
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

送
る
。
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
高
速
道
路
に
お
い
て
数
十

お
き
に
設
置
す
る
。

　
「
高
速
道
路
は
上
空
が
何

も
な
く
面
積
を
確
保
で
き

る
。
農
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
並
べ
る
よ
り
も
土
地
の
再

利
用
を
考
え
ず
に
済
む
」
。

さ
ら
に
「
土
地
の
所
有
も
明

確
で
、
交
渉
せ
ず
に
す
ぐ
に

始
め
ら
れ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
策
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
高
速
道
路
は
街
と
街
と
を

つ
な
ぐ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
も

あ
る
。
「
遠
隔
地
に
巨
大
な

発
電
所
を
造
る
巨
大
集
約
型

発
電
で
は
難
し
か
っ
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
雇
用
も
地
産
地

消
す
る
自
立
分
散
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
な
る
」

と
い
う
。
人
に
近
い
と
こ
ろ

で
発
電
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
電
気
を
使
う
地
域
に
雇

用
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
な

る
。

　
区
で
は
環
境
教
育
に
も
力

を
入
れ
、
「
板
橋
区
環
境
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策

定
。
区
の
教
育
委
員
会
と
板

橋
区
立
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ

ー
が
協
力
し
、
環
境
に
関
わ

る
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

指
導
要
項
、
テ
キ
ス
ト
を
作

成
す
る
こ
と
で
環
境
教
育
を

支
援
し
て
い
る
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
や
板
橋
区
環
境
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
４
事
例

が
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
先
進

事
例
特
別
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　

年
度
か
ら
区
役
所
本
庁

舎
で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
進

め
、
５
年
間
の
年
間
平
均
エ

ネ
ル
ギ
ー
削
減
量
は
約

％

だ
っ
た
。
効
果
が
確
認
で
き

た
こ
と
か
ら
、

年
度
か
ら

は
区
施
設
で
も
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
電

力
や
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

に
関
す
る
取
り
組
み
も
実

施
。

年
度
に
産
業
見
本
市

な
ど
の
区
内
イ
ベ
ン
ト
で
発

生
す
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

の
一
部
を
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
埋
め
合

わ
せ
し
た
。
排
出
枠

ク
レ

ジ
ッ
ト

創
出
者
は
岩
手
県

釜
石
市
の
森
林
組
合
で
、
森

林
経
営
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
吸

収
量
の
増
加
で
埋
め
合
わ
せ

し
た
。
板
橋
区
で
は
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
考
え
だ
。

　
板
橋
区
は
印
刷
や
精
密
機

器
製
造
業
の
盛
ん
な
都
内
有

数
の
工
業
地
区
で
、
区
内
に

は
多
く
の
幹
線
道
路
が
あ

る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り

他
自
治
体
に
先
駆
け
て
環
境

に
対
す
る
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。

年
に
は
「

エ

コ
ポ
リ
ス
板
橋

環
境
都
市

宣
言
」
を
行
い
、

年
に

「
板
橋
区
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
。
さ
ら
に

年
に
は

年
度
を
目
標
年
度
と
し
た

「
板
橋
区
環
境
基
本
計
画

第
二
次

」
を
策
定
し

た
。
第
二
次
で
は
五
つ
の
望

ま
し
い
環
境
像
と
し
て
「
低

炭
素
社
会
を
実
現
す
る
ま

ち
」
「
循
環
型
社
会
を
実
現

す
る
ま
ち
」
「
健
康
に
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
が
快
適
な
ま

ち
」
「
自
然
環
境
と
生
物
多

様
性
を
保
全
す
る
ま
ち
」

「

環
境
力

を
高
め
環
境

・
経
済
・
社
会
が
調
和
す
る

ま
ち
」
を
設
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、
計
画
の
基
本
理

念
の
一
つ
で
あ
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

協
働

」
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
区
民
や

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
大
き
な
特
徴
だ
。
中
で
も

「

緑
が
豊
か
な
街

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
域
住

民
が
緑
の
あ
る
場
所
を
マ
ッ

プ
化
し
た
「
グ
リ
ー
ン
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
約

カ
所
の
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
区
で
は
こ
れ
ま
で
に
太
陽

光
発
電
な
ど
の
設
置
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

年
度

は
助
成
の
対
象
を
事
業
所
に

も
広
げ
て
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
派
遣
も
実
施
。
省

エ
ネ
診
断
や
改
善
策
の
提
案

の
ほ
か
、
「
企
業
の
実
情
に

合
わ
せ
て
長
期
間
に
わ
た
り

取
り
組
む
た
め
に
は
ど
う
す

べ
き
か
の
方
策
を
提
示
す

る
」

同
区
環
境
保
全
課

と
こ
ろ
ま
で
行
う
の
が
板
橋

区
の
特
徴
だ
。

　
無
料
で
取
り
組
め
る
独
自

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
「
板
橋
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
２
０
０
８
」
で
は
、
計
画

プ
ラ
ン

、
実
行

ド

ゥ

、
検
証

チ
ェ
ッ

ク

、
改
善

ア
ク
シ
ョ

ン

の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
サ
イ

ク
ル
を
使
っ
た
事
業
所
で
の

環
境
配
慮
活
動
を
後
押
し
し

て
い
る
。
参
加
事
業
所
数
は

約
１
２
５
件
。

　
ま
た
、
全
国
の
環
境
関
連

の
非
政
府
組
織

Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
構
成
す
る
環
境
首
都
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

主
催
の
「
日
本
の
環
境
首
都

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
第
１
回
か

ら

年
連
続
で
参
加
。
こ
の

う
ち

位
以
内
が
８
回
と
、

外
部
か
ら
も
そ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

過
去
の
発
表
事
例
で
は
、
全

国
に
広
が
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に

関
す
る
取
り
組
み
が
あ
る
。

こ
れ
は
つ
る
性
の
植
物
を
外

壁
な
ど
に
は
わ
せ
る
こ
と
で

巨
大
な
カ
ー
テ
ン
を
つ
く
る

も
の
で
、
陰
に
な
っ
た
部
分

の
気
温
低
下
な
ど
の
効
果
が

あ
る
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
は

年
に
板
橋
区
内
の
小
学
校
で

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
現
在

は
区
立
小
中
学
校

校
、
地

域
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園
な
ど

施
設
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　
「
Ｅ
Ｖ
や
太
陽
光
発
電
は

夢
の
電
力
シ
ス
テ
ム
に
な

る
。
た
だ
Ｅ
Ｖ
を
普
及
さ
せ

る
に
は
車
と
し
て
の
走
り

を
追
求
し
な
い
と
い
け
な

い
と
、Ｅ
Ｖ
の
運
転
シ
ス
テ

ム
の
研
究
を
急
ぐ
。
武
藤
研

究
室
は
前
輪
用
と
後
輪
用
の

二
つ
の
モ
ー
タ
ー
を
独
立
し

て
制
御
す
る
前
後
輪
駆
動
型

Ｅ
Ｖ

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
―
Ｅ
Ｖ

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。自

動
車
の

走
る

曲
が
る

止
ま
る
の
３
要
素
を
進
化

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
―
Ｅ
Ｖ
は
前
輪

と
後
輪
の
両
方
を
駆
動
で
き

る
た
め
、
四
輪
駆
動
車
と
同

じ
走
行
性
能
を
発
揮
す
る
。

さ
ら
に
前
輪
と
後
輪
の
回
転

を
そ
れ
ぞ
れ
調
整
で
き
る
た

め
加
速
と
減
速
や
路
面
状
況

に
合
わ
せ
て
最
適
制
御
を
し

て
い
る
。
車
が
加
速
す
る
と

き
は
車
の
後
輪
に
荷
重
が
か

か
る
た
め
、
後
輪
の
ト
ル
ク

を
上
げ
る
。
反
対
に
減
速
す

る
と
き
は
前
輪
の
ト
ル
ク
を

調
整
す
る
。

　
路
面
状
況
と
タ
イ
ヤ
の
ス

リ
ッ
プ
比
を
測
定
し
な
が
ら

前
後
輪
の
ト
ル
ク
を
調
整
す

る
こ
と
で
、

―

％
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
に
成
功
し

た
と
い
う
。
滑
り
や
す
い
路

面
な
ど
悪
路
に
な
る
ほ
ど
効

果
は
顕
著
で
「
最
大
で

％

も
効
率
化
し
た
」
と
い
う
。

路
面
を
凍
ら
せ
た
走
行
実
験

で
は
、
時
速

で
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て
完
全
に
止
ま

る
ま
で
の
距
離
が
「
後
輪
駆

動
制
御
が

５

で
、前
輪

駆
動
制
御
が

１

。Ｆ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
―
Ｅ
Ｖ
な
ら
９
・
２

と
大
幅
に
改
善
で
き
た
」
と

胸
を
張
る
。
車
輪
の
左
右
で

路
面
状
況
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
状
況
で
も
ス
ピ
ン
せ
ず

に
、
安
定
し
て
走
行
で
き
る

こ
と
を
実
証
し
た
。
前
輪
用

と
後
輪
用
に
二
つ
の
モ
ー
タ

ー
を
持
つ
た
め
「
片
方
に
異

常
が
あ
っ
た
時
に
も
、
制
御

を
切
り
替
え
て
前
輪
駆
動
や

後
輪
駆
動
車
と
し
て
走
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
武
藤
教
授
は
「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

の
製
品
化
も
近
づ
い
て
き
て

い
る
」
と
い
う
。
こ
れ
ま
で

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ

Ｖ

は
、
前
輪
に
モ
ー
タ
ー

と
エ
ン
ジ
ン
が
つ
な
が
っ
た

シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
が
、
「
走

行
性
能
を
求
め
た
ハ
リ
ア
ー

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
ダ
イ
ム
ラ

ー
の
レ
ン
ジ
エ
ク
ス
テ
ン
ダ

ー
Ｅ
Ｖ
は
前
後
輪
の
両
方
に

モ
ー
タ
ー
を
つ
な
げ
て
い

る
。
エ
ン
ジ
ン
を
外
せ
ば
Ｆ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
―
Ｅ
Ｖ
そ
の
も
の

だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
欧
州
の
自
動
車
二
酸
化
炭

素
排
出
量
規
制
が
２
０
２
０

年
に
１

当
た
り

に

な
る
。
「
現
在
の
技
術
の
延

長
で
は

は
達
成
で
き
な

い
。
エ
ン
ジ
ン
を
外
し
て
、

完
全
な
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
―
Ｅ
Ｖ
に

移
行
す
る
だ
ろ
う
」
と
予
想

し
て
い
る
。


